
第 30 回全国在日外国人教育研究集会・広島大会にご参加を !
 多文化共生社会にむけて、学校や地域での教育実践を交流しよう

□日程・内容　≪ 2009 年≫

８月 19 日（水）

 フィールドワーク

 ①大久野島・毒ガス資料館をめぐるコース

 ②呉・下蒲刈朝鮮通信使の足跡をめぐるコース

 ③平和公園・大本営跡をめぐるコース

８月 20 日（木）

 開会行事と地元特別報告

  広島女学院中学高等学校

  （広島市中区上幟町 11-32）

 全国交流会

８月 21 日（金）

 分科会と閉会行事

  広島工業大学専門学校

  （広島市西区福島町 2丁目 1-1）

８月 19 日（水）～ 20 日（木）

 全国在日外国人生徒交流会

  広島市三滝少年自然の家

  （広島市西区三滝本町１丁目 73-20）

□参加資料代

　4.500 円

 （フィールドワーク、 全国交流会参加費は別途）

□申し込み　　

　「開催要項」の申込用紙にて

主　催 ： 全国在日外国人教育研究協議会、第 30 回全国在日外国人教育研究集会広島大会地元実行委員会

後　援 ： 広島県・広島県教育委員会・広島市教育委員会（申請予定）・広島市

連絡先 ： 広島大会地元実行委員会・山本（080-6309-2769）

第
30
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
（
広
島
大
会
）

私
た
ち
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
（
略
称
、
全
外
教
）
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
差

別
撤
廃
の
と
り
く
み
を
出
発
点
に
し
て
、
在
日
外
国
人
と
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
自
立
と
連
帯
の
場
づ
く
り
を

積
極
的
に
保
障
す
る
運
動
や
実
践
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
一
九
七
九
年
に
大
阪
の
地
で
第
一
回
全
国
研
究
集
会

を
開
催
し
、
今
年
の
広
島
大
会
で
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
広
島
で
は
三
回
の
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
全
外
教
の
歴
史
に
と
っ
て
意
義
深
い

も
の
で
し
た
。
広
島
で
の
最
初
の
大
会
で
あ
っ
た
一
九
八
七
年
第
九
回
大
会
は
、
初
め
て
参
加
者
が
一
〇
〇
〇
人

を
超
す
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
度
目
の
一
九
九
四
年
第

一
六
回
大
会
は
、
教
育
行
政
の
後
援
を
受
け
た
最
初
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
に
開
催
し
た
三
回
目
の
第
二
一

回
大
会
は
、
戦
争
の
世
紀
と
言
わ
れ
た
二
〇
世
紀
最
後
の
大
会
で

あ
り
、
被
爆
地
・
広
島
で
の
開
催
は
意
義
あ
る
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
四
回
目
と
な
る
今
年
の
広
島
大
会
は
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

一
九
八
七
年
の
広
島
で
の
最
初
の
大
会
以
来
、
私
た
ち
は
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
被
爆
者
の
問
題
を
起
点
に
、
広
島
に
お
い
て
在
日

外
国
人
、
と
り
わ
け
在
日
コ
リ
ア
ン
と
と
も
に
生
き
る
社
会
の
構

築
に
向
け
て
、
学
校
や
地
域
社
会
で
教
育
実
践
や
差
別
撤
廃
運
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
広
島
で
は
前
回
二
〇
〇
〇
年
の

大
会
前
後
か
ら
、
在
日
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
教
育

課
題
を
学
校
教
育
の
課
題
に
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
広
島
大
会
を
契
機
に
自
ら
の
実
践
を
振
り
返
っ

て
み
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
差
別
や
人
権
の
問
題
を
抜
き
に
し
た
外
国
と
の
国
際
交

流
が
、「
国
際
理
解
」
と
い
う
名
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
も
ち
ろ
ん
世
界
に
開
か
れ
た
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

は
重
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
同
じ
地
域

に
暮
ら
す
外
国
人
を
受
け
入
れ
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

学
校
や
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
広
島
大
会
で
は
、
教
育
現
場
を
取
り
巻
く
困
難
な
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
実
践
が
可
能
な
の
か
。
在
日
外
国
人
の
子

ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
渡
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し
て

生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
学
校
は
、
そ
し
て
私
た
ち
は
何
が
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
真
の
「
国
際
理
解
」
と
は
何
な
の
か
を
、
全
国

か
ら
参
加
さ
れ
る
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

全
外
教
は
、
在
日
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
現
状

に
向
き
あ
っ
た
教
育
実
践
を
通
し
て
、
日
本
社
会
の
閉
鎖
性
を
問

い
続
け
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
名
前
や
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
障
さ
れ
、
そ
の
存
在
自
体
を
肯
定
さ
れ
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
学
校
を
つ
く
り
だ
す
と
り
く
み
を
深
め
、
豊

か
な
教
育
環
境
・
地
域
づ
く
り
を
、
さ
ら
に
す
す
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
大
会
へ
の
参
加
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。


